
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
３
２
３
回 

 行
仙
宿
で
田
中
律
子
、
中
前
偉
両
氏
の
追
悼
登
山
と
補
給
路
拡
幅
作
業 

 

◇
実
施
日 

 
 

９
月
２
３
日
（
月
） 

 
 

晴 

◇
参
加
者 

 

沖
崎
吉
信
、
児
嶋
道
夫
、
阪
口
雄
二
、
松
本
吉
殖
、
湯
川
一
郎
、

森
奈
良
好
、
畑
林
秀
味
・
清
子
、
大
江
加
予
子
・
徳
子
、
須
崎

由
香
、
梶
野
照
雄
、
山
本
直
子
、
志
岐
敬
、
瀧
本
昭
太
郎
、
榊

本
真
仁 

熊
野
修
験 

 

杉
山
忠
英
、
成
田
瀧
英 

中
前
家 

 
 

中
前
晨
太
郎
、
中
前
富
子
、
西
本
稔
・
三
都
子 

２
２
名 

  

田
中
律
子
さ
ん
は
山
彦
発
足
４
年
後
の
昭
和
５
３
年
６
月
１
１
日
、
４
８
名

で
の
八
郎
山
登
山
に
参
加
さ
れ
て
以
来
、
約
３
０
年
在
籍
さ
れ
た
。
中
辺
路
町

の
ご
出
身
で
、
熊
野
高
校
で
は
登
山
部
に
所
属
さ
れ
、
植
物
や
花
の
名
前
も
よ

く
教
え
て
い
た
だ
い
た
。 

田
中
律
子
さ
ん
と
言
え
ば
大
江
さ
ん
と
の
コ
ン
ビ
で
、
来
宿
し
一
泊
さ
れ
る
修

験
団
体
や
山
岳
会
の
接
待
で
は
毎
回
頑
張
っ
て
お
ら
れ
た
。
ま
た
一
般
山
行
で

も
都
度
た
く
さ
ん
の
お
か
ず
を
持
参
さ
れ
、
毎
回
ご
相
伴
に
あ
ず
か
っ
た
。 

後
年
は
体
調
を
崩
さ
れ
、
長
年
投
薬
治
療
を
続
け
ら
れ
て
い
た
が
、
本
年
６
月

１
３
日
８
５
歳
で
逝
去
さ
れ
た
。
改
め
て
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 

中
前
偉
君
は
若
い
時
か
ら
山
登
り
が
趣
味
で
、
近
郊
の
山
か
ら
北
ア
ル
プ
ス

な
ど
、
広
範
囲
に
登
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
ま
た
信
仰
心
も
あ
り
、
熊
野
修
験
に

も
参
加
さ
れ
修
験
の
山
に
も
相
当
数
登
っ
て
お
ら
れ
た
。 

 

 
 

 
 

 
 

 

中
前
家
の
４
名
を
紹
介 

 
 
 
 

水
も
運
ん
だ 

 
 
 
 
 
 
 

お
堂
の
準
備 

山
彦
へ
は
１
３
年
く
ら
い
前
に
初
参
加
さ
れ
、
色
々
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

特
に
こ
こ
数
年
は
慰
霊
登
山
や
行
仙
宿
の
お
堂
で
の
勤
行
で
導
師
を
務
め
ら

れ
、
皆
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
他
団
体
と
の
登
山
で
は
行
者
装

束
に
法
螺
を
持
参
さ
れ
、
参
加
者
に
喜
ば
れ
た
り
と
、
無
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
だ
っ
た
。 

４
年
ほ
ど
前
に
「
ガ
ン
」
を
告
知
さ
れ
た
が
、
以
後
は
抗
ガ
ン
剤
治
療
を
続
け

な
が
ら
何
度
も
行
事
に
参
加
さ
れ
た
。
抗
が
ん
剤
の
副
作
用
で
苦
し
い
日
も
あ

っ
た
よ
う
だ
が
、
昨
年
１
０
月
７
日
の
南
伊
勢
町
龍
仙
山
登
山
が
最
後
と
な
り
、

今
年
の
２
月
２
７
日
６
７
歳
で
生
涯
を
閉
じ
ら
れ
た
。 

こ
れ
か
ら
の
山
彦
を
背
負
っ
て
い
た
だ
け
る
と
、
期
待
が
大
き
か
っ
た
の
で
痛

恨
の
極
み
で
あ
る
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
。 

  

当
日
は
中
前
家
か
ら
４
名
の
方
々
を
含
め
、
２
２
名
の
参
加
を
い
た
だ
い
た
。

役
場
駐
車
場
に
集
ま
り
、
午
前
９
時
４
０
分
に
登
山
口
に
着
い
た
。 



中
前
家
の
皆
さ
ん
と
初
参
加
の
須
崎
さ
ん
を
紹
介
、
本
日
の
予
定
を
お
伝
え
し

て
登
り
始
め
る
。
児
嶋
さ
ん
が
運
転
す
る
モ
ノ
レ
ー
ル
に
中
前
さ
ん
の
奥
様
と

お
姉
さ
ん
が
乗
り
込
み
、
荷
物
と
一
緒
に
終
点
に
向
か
っ
た
。 

荷
揚
げ
が
必
要
な
荷
物
が
多
数
残
っ
た
の
で
、
梶
野
、
沖
崎
が
荷
揚
げ
の
た
め

待
機
す
る
。
モ
ノ
レ
ー
ル
は
片
道
１
５
分
ほ
ど
か
か
る
の
で
、
降
り
て
く
る
ま

で
に
３
０
分
、
荷
物
の
積
み
下
ろ
し
の
時
間
を
加
え
る
と
終
点
に
着
く
の
は
５

０
分
ほ
ど
後
に
な
る
計
算
だ
。 

 
 

 
 

 
 

 

遺
影
も
置
い
た 

 
 
 
 
 
 
 

追
善
供
養 

 
 
 
 
 
 
 

本
日
の
参
加
者 

終
点
の
コ
ジ
マ
ハ
ウ
ス
か
ら
各
々
荷
物
を
持
ち
小
屋
へ
向
か
う
。
午
後
か
ら
補

給
路
拡
幅
工
事
を
行
う
の
で
、
必
要
な
道
具
を
現
場
ま
で
運
ん
だ
。 

小
屋
に
着
き
、
女
性
陣
中
心
に
お
堂
の
片
付
け
や
お
供
え
の
準
備
な
ど
が
手
早

く
進
め
ら
れ
た
。 

全
員
が
行
者
堂
に
集
ま
り
、
杉
山
行
者
の
法
螺
、
成
田
行
者
の
導
師
で
田
中
、

中
前
両
氏
の
供
養
が
始
ま
っ
た
。
大
峰
７
５
靡
奥
駈
勤
行
次
第
と
、
丁
寧
な
念

仏
ま
で
唱
え
て
い
た
だ
い
た
。
田
中
、
中
前
両
氏
も
き
っ
と
喜
ん
で
い
た
だ
け

た
こ
と
だ
ろ
う
。 

１
５
日
の
取
材
協
力
行
事
に
続
い
て
ご
出
仕
い
た
だ
い
た
杉
山
、
成
田
行
者
に

改
め
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

小
屋
で
昼
食 

 
 
 
 
 
 
 
 

拡
幅
工
事 

 
 
 
 

須
崎
さ
ん
も
ハ
ン
マ
ー
を 

１
２
時
も
近
く
な
り
、
小
屋
に
入
っ
て
昼
食
を
摂
る
。
今
回
参
加
さ
れ
た
中
前

君
の
義
兄
の
西
本
さ
ん
は
大
工
さ
ん
で
、
木
下
棟
梁
と
同
門
で
、
兄
弟
分
と
な

る
よ
う
だ
。
こ
や
の
建
屋
を
見
て
「
立
派
な
も
の
だ
け
に
木
下
さ
ん
も
大
変
だ

っ
た
だ
ろ
う
」
と
話
さ
れ
た
。 

 

昼
食
後
、
皆
さ
ん
は
拡
幅
工
事
に
向
か
わ
れ
た
が
、
中
前
家
の
４
名
と
初
参

加
の
須
崎
さ
ん
に
は
小
屋
に
残
っ
て
い
た
だ
き
、
大
峰
の
事
、
山
彦
の
活
動
の

事
、
修
験
道
の
事
な
ど
を
５
０
分
程
度
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

山
に
登
る
、
山
道
を
歩
く
と
い
う
経
験
が
無
か
っ
た
た
め
、
当
初
は
不
安
や
心

配
が
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
少
し
歩
く
と
自
信
が
付
き
、
不
安
も
消
え
た
よ
う
で
、

帰
り
は
モ
ノ
レ
ー
ル
を
使
わ
ず
歩
い
て
下
山
さ
れ
た
。 

 

山
彦
の
皆
さ
ん
の
活
動
を
拝
見
し
、
ま
た
お
話
も
お
聞
き
し
、
立
派
な
供
養



も
し
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
来
て
よ
か
っ
た
。
あ
り
が
た
か
っ
た
。
と
の
お
言

葉
を
い
た
だ
き
皆
さ
ん
帰
路
に
着
い
た
。
ご
子
息
の
晨
太
郎
君
に
も
山
彦
に
加

わ
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

う
回
路
が
ほ
ぼ
完
成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

下
山 

 

拡
幅
工
事
現
場
に
行
く
と
、
児
嶋
さ
ん
は
谷
川
の
路
肩
に
石
を
並
べ
て
モ
ル

タ
ル
で
固
定
す
る
作
業
を
し
て
い
た
。
梶
野
君
は
途
中
の
岩
を
削
る
の
が
困
難

な
箇
所
に
う
回
路
を
作
っ
て
い
た
。
３
週
連
続
で
大
人
数
の
作
業
が
続
い
た
の

で
１
０
０
ｍ
位
は
進
ん
だ
よ
う
だ
が
、
先
は
ま
だ
長
い
。 

皆
さ
ん
安
全
第
一
で
ボ
チ
ボ
チ
や
り
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 
 

（
記
；
沖
崎
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

 下
北
山
村
役
場0

9

：1
0
→

0
9

：4
4

補
給
路
登
山
口→

1
0

：5
0

コ
ジ
マ
ハ
ウ
ス

→
1
1

：0
8

行
仙
宿1

2

：5
0
→

1
2

：5
8

拡
幅
工
事
現
場→

1
4

：4
6

行
仙
宿1

4

：

5
2
→

コ
ジ
マ
ハ
ウ
ス1

4

：1
3
→

1
4

：4
0

補
給
路
登
山
口 

 


